


　千田保育園は、舟入高等学校の前身である広島市高等女学校（市女）の同窓生によって、

1953年９月に設立されました。

　市女の方々は、原爆により肉親や家を失った悲しみの淵から立ち上がり、被爆の傷跡が多く残

る焦土の広島の地を歩き、保育園設立のための寄付金を集められたのです。

　1967年に、社会福祉法人二葉会として認可されました。

　設立以来60有余年、熱き市女魂は、舟入高校同窓生へと受け継がれ、

「揺籃を動かす手が世界を動かす」の園是の下、子どもの持つ無限の

可能性を信じて、愛いっぱいの保育を続けています。

～千田保育園に熱いエールを～

舟入・市女同窓生のお力添えがあってこそ、
社会福祉法人 二葉会 千田保育園は永遠です。

〒730-0052 広島市中区千田町２丁目5-12 TEL(082)243-2766 FAX(082)249-7833

市女の校章は、千田保育園の
園章へと引き継がれています。
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＜表紙作者＞
舟入高校美術部2年6組　石井　さえ
　表紙の作成を担当させていただきました。
　多種多様な生活が見られるアパートをモチーフにして、それぞれの色を変えて描くことでテーマであ
る「十人十色」を表現しました。卒業後、私たちが平和な生活を送ることができるようにという願いを
込め、それぞれ幸せそうに暮らす住人たちを描きました。
　落ち着いた色や懐かしさのあるフォントを使用して、これを見た人がほっとするようなイラストを目
指しました。
　この度は表紙を描かせていただきありがとうございました。
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同期だより
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舟入・市女同窓会

今年度も急激なコロナ感染症の拡大を受けやむな

く舟入市女同窓会総会・懇親会を中止といたしました

が、こうして「あかしや」が本年も発行できることは、

担当幹事の頑張りに加え、皆さまからのご支援の賜

物と感謝し、この場を借りて御礼申し上げます。

総会ともう一つの同窓会の柱である慰霊につきまし

ては、8月6日に広島市高等女学校職員生徒原爆慰

霊式典を献花式として開催させて頂きました。今年

度より同窓会会長・二葉会理事長・遺族代表・舟入

高校校長・生徒会による献花と折り鶴献納を舟入高

校の生徒さんに司会をお願いし一斉に行うという昨年

度より一歩進めた形にさせて頂きました。また昨年よ

り社会福祉法人二葉会との共催とさせて頂いており

ます。これにより、千田保育園・市女・舟入の三つの

輪での鎮魂をより一層進めております。今年度も多く

の方にご参列頂きました。厚く御礼を申し上げます。

さて、今年のあかしやのテーマは “十人十色”です

が、同窓会としても、これまで、年に一度、社会で

活躍される同窓生の皆さまに、講演会という形で、志

や取組みを紹介して頂いておりましたが、コロナで開

催が困難となっていました。ようやく今年から再開し

ております。同窓会の皆さまに、こういった社会との

かかわりを在校生に紹介する活動へも積極的にご支

援頂くことになろうかと存じます。どうかよろしくお願

い申し上げます。

最後に、諸先輩方のこれまでの舟入市女同窓会へ

のご尽力に感謝すると共に、今後、母校と共に益々

発展していくよう努力していくことを誓いご挨拶とさ

せて頂きます。

舟入・市女同窓会
会長　市本　秀則

舟入・市女同窓会
会長あいさつ
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舟入・市女同窓会

　会報「あかしや」第52号の発刊おめでとうございま

す。また、同窓会の皆様には平素より多大なるご支援

ご協力を賜りありがとうございます。

　令和2年に新型コロナウイルスが世界を席巻して以

来、学校では悩みながらも工夫を重ね、withコロナ時

代の学校生活の在り方を模索してきています。今年度

は舟入祭において3年ぶりに千田保育園児の皆さんの

作品展示を行い、本校の保護者に加え、千田保育園

の関係者の皆様にも各ご家庭2名ずつという制限付き

ながらご来校いただき、校内の様子を見ていただくこ

とができました。

　さて、昨年度出された中教審答申においては「個別

最適化された学び」がキーワードの一つとなっていま

す。授業はもちろん数十人が一斉に受けるわけです

が、ICTも活用しつつ教室での協働的な学びをいか

に個々の深い学びに繋げることができるか、まさに学

びの在り方も「十人十色」の時代を迎えています。18

歳で成人を迎える生徒たちが、舟入高校での学びを

通して正しい行動を選択できる大人となることを目指

し、教職員も研修を重ねる毎日です。

　同窓生の皆様には、引き続き舟入高校を温かく見

守っていただきますようお願い申し上げます。

　末筆となりましたが、同窓生の皆様の今後一層の

ご健勝とご活躍、そして同窓会の益々のご発展をお祈

り申し上げ、ご挨拶に代えさせていただきます。

広島市立舟入高等学校
校長　柳　　智子

「十人十 色 」の 学び を
目指して
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現役生の活躍

◆体育系
陸上部
第71回広島県高等学校対抗陸上選手権大会
　男子1500ｍ　　　 4位　藤田　貫佑　
　女子400ｍ　　　  2位　青山　里穂　
　女子2000ｍ　　　 8位　木村　祐紀乃

第60回広島県高等学校新人陸上競技選手権大会
　男子200ｍ　　　  6位　西村　　優　
　男子4×400m　　 6位
　女子走り幅跳び　  6位　長谷川　沙良　
　女子3000m　　　 7位　木村　祐紀乃　

女子第38回広島県高等学校駅伝競走大会　2位（中国大会出場）

女子第35回中国高等学校駅伝競走大会　   4位

第75回広島県高等学校総合体育大会
　男子棒高跳　　　 5位　大江　一真　　（中国大会出場）
　男子1500ｍ　　　 7位　藤田　貫佑　
　男子4×400ｍ　　 8位
　女子走り幅跳び　  5位　長谷川　沙良　（中国大会出場）
　女子砲丸投　　　 5位　川添　恵里　　（中国大会出場）　
　女子800ｍ　　　  6位　吉村　春乃　　（中国大会出場）
　女子100ｍ　　　   7位　長谷川　沙良　
　女子3000ｍ　　    8位　木村　祐紀乃　

第75回中国高校陸上競技選手権大会
　女子走り幅跳び　  1位　長谷川　沙良　（令和4年度　全国高等学校総合体育大会出場）

令和４年度　全国高等学校総合体育大会
　女子走り幅跳び出場　長谷川　沙良　予選2組2位5m87  決勝11位5ｍ36

テニス部
第15回中国高等学校新人テニス大会
　　田中　　遼　2回戦進出
　　坂宮　大樹　1回戦敗退

水泳部（競泳）
第75回広島県高等学校総合体育大会水泳競技大会
　男子50ｍ自由形　 7位　森本　亮汰　　（中国大会出場）

水泳部（水球）
第75回広島県高等学校総合体育大会　　　　　　  5位
　令和4年度広島県高等学校選手権水泳競技大会　5位

野球部
第104回全国高校野球選手権大会　広島大会
　第2回戦　対並木学院　4-2
　第3回戦　対三原　　　2-1
　第4回戦　対広島商業　1-8（7回コールド負け）　30年ぶりの県ベスト16

◆文化系
軽音学部
　令和3年度広島県高等学校総合文化祭軽音楽部門オリジナル曲部門2位　朧々そぞろ神

書道部
　第45回広島県高等学校総合文化祭　第53回広島県高等学校書道展　奨励賞

吹奏楽部
　第45回広島県アンサンブルコンテスト　打楽器四重奏　金賞（中国大会出場）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 サクソフォン四重奏　金賞
　第45回アンサンブルコンテスト中国大会　打楽器四重奏　銅賞

JRC
　広島県総合文化祭　JRC・ボランティア部門　銅賞
　第46回全国高等学校総合文化祭東京大会（とうきょう総文2022　令和4年8月2日～4日）
　　ボランティア部門（小金井　宮地楽器ホール）参加　　梶村　ひなた　宮本　　優

　今年もコロナ禍の中、限られた時間を効果的に活用して、現役生たちは勉強に、部活動に、励んでいます。これ
からも現役生の活躍を応援しましょう！
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同期だより

　舟入市女同窓会の初代執行部として、私達7期生

が主体で昭和53～56年の3年間、同窓会を運営しまし

た。

　40余年前のことなので、記憶を頼りに当時のことを

述べることとします。

　友好な雰囲気で合併し、新体制で発足した執行部

が、市女と舟入の同窓会の間に後々悪い影響が出ない

よう細心の注意を払いました。

　初の総会は予想を大幅に上回る出席（744名）、そ

の後も大勢の方が出席されました。財政上も大きく潤

い、長年の悲願である同窓会館建設へ向けて、明るい

展望が開けたと記憶しています。

　私達は、東京・関西の同窓会支部と連携を図る必

要性を認識していました。東京には小生と小笠原副

会長（市女13期、故人）、関西には小生が出席しまし

た。現在の各支部との交流の発端になったと思ってい

ます。

　昭和56年に、同窓会が60周年を迎えることになり、

記念誌を発刊することといたしました。

　作業は千田保育園（市女同窓会が運営・建て替え

前）の2階大広間で行いました。

　資料や写真等が、市女同窓会や当時の先生から数

多く寄せられ、その整理・照合等の膨大な作業に追わ

れました。当初は午後9時頃で作業を終えていました

が、発刊の期日が迫ると、午後10，11，12時、発刊期日

間際には、午前3時頃まで行なって、関係者に大変な

ご迷惑をおかけしたことを鮮明に覚えています。

　発刊部数は1900部。母校のほか市立中央図書館、

中国新聞社に寄贈しました。同新聞には同窓会の紹

介記事が掲載されました。

　私達執行部は、同窓会役員・記念誌発刊時の関係

者、東京・関西支部の関係者など、多くの方々のご尽

力により、合併初の執行部を支えてくださり、同窓会

運営の責任を果たすことができたことを心から感謝し

ている次第です。

舟入７期　長見　雅美

合 併初 代 執 行 部 の 運営について
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同期だより

　十人十色と云うと、カラフルな人生！人それぞれと思

い浮かぶ。

　市女の先輩に「今年の同窓会のテーマは十人十色

よ」と申しあげると「戦時中はね、十人十色、他の色は

出せんかったのよ」とぽつりとおっしゃいました。

　私は、はっと胸をつかれました。

　80年前は軍国少女、少年としてお国の為という一色

に染められていたのでした。

　英語は敵国語だからだめ、西洋の音楽もだめ、目立

つからセーラー服の白い衿カバーもだめ、そんな時代

を生きて来られたのだとあらためて思いました。

　戦後ことに平成の時代から“あなたはあなたでいい

のよ！”�“みんなちがってみんないい”�人格も仕事も多

様性が認められ、個性が活かせる時代になったとい

われています。

　では人生はバラ色かと云うと、生きづらさを感じて

いる青少年が多いと聞きます・私の生きて来た昭和の

時代はまだまだ男女差別がひどく「女のくせに」「女

はでしゃばるな」とバッシングを受けながら、何とか自

分らしく生きようと頑張って来たと思います。どんな色

が出せたのか？我が身に問えど答は出ません。

　●●40年近く同窓会の役員としてかかわってきて、

舟入高校の前身、市女の受難の歴史を知ることが出来

ました。

　これから先、何処の地にあろうとも私はこの歴史の

真実を次の世代に伝える伝承者として生きていきたい

と思っています。

　1945年8月6日「行ってまいります」と元気に建物疏

界の作業場所へ出かけて、そのまま我が家の敷居を

またぐことの出来なかった676名の方々の事を…

〈花の色の服を着ることもなく　虹のリボンを飾るこ

ともなく　ウラニュウムの炸裂に遇った　せめて虹の

色のリボンを飾ってあげたい〉

� せめて虹色　伊藤�真理子詩集より

　何色かはわかりませんが、それが私の色として出せ

たらしあわせです。

舟入10期　林　　玲子

十人十 色－伝えたいこと－
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同期だより

　我 1々5期卒業生は昭和20年4月から21年3月まで

の生まれで、現在年齢は76～77歳、全員が晴れてい

わゆる後期高齢者です。入学時7クラス350余名での�

スタートでしたが、今は……。確か前後の学年とは一

クラス少なかったかと記憶しています。往時迫り来る

敗戦の兆しのなかさすがに子作り子育てには不向き

なご時勢だったからでしょう。

　我々の4分の3世紀の来し方を概観してみましょう。

まずはじめの25年、生まれてから舟入を卒業し初任

給3万円で世に出た頃です。復興と経済成長の時代

でした。人々は皆忙しく、先進欧米をキャッチアップ

するのに大わらわでした。次の25年我々が50歳に

なる頃まで、日本は頂点に上り詰めることとなりまし

た。世界第2の経済大国、有史以来の人口1.3億人、�

“Japan�as�Number�One”と持囃されたものです。そし

て21世紀に入り現在まで、あっという間に全盛期を過

ぎ停滞と衰退の時代が続いています。人口はピークア

ウトして減少の加速度を上げていますし、種々の重要

な項目での世界ランキングでどんどん評価を下げてい

ます。

　こうしてみてくると、我々の世代は先輩方の努力の

賜物を真っ先に享受しながら成長はしてきたものの、

更にそれをブラッシュアップして次の世代にバトンタッ

チするということには失敗した、と言えるかもしれませ

ん。その理由として「日本人は模倣ほ上手だけれど創

造は下手」という定説（？）は説得力があるように思え

ます。欧米に追いつけ追い越せでやってきてそれがま

ずまず達成できた途端、次に何をするのかが解らな

い。お手本のない未来を切り拓くための創造力に欠け

るということでしょうか。

　創造力の大きさはパーソナリティの多様さに比例す

る訳で、この際間違いなく没個性的であるよりも「十

人十色」の方が良いのであり、「百花繚乱」ならなお

望ましい。舟入高生諸君、刻苦勉励してそれぞれの

個性によりいっそうの磨きをかけて下さい！皆さん
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込めて。

舟入15期　田丸　直文

老人妄 言（としよりのたわごと）
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　高校に入学した一年の時、たまたま保健委員になっ

た。渡り廊下に、卒業された先輩達の進路先が張り出

されていたのを見て、看護学校と書かれたものもあっ

た。少し興味が湧いた為、担任との個別面談時に相

談をすると「学費も不要で寮生活になる」とのことだっ

た。

　私にはぴったり合っていると思い、進路は一年生か

ら看護学校の一本に絞った。

　看護学校入試の際に「なぜ看護師になろうと思っ

たのか」と面接で質問されたため、舟入高校校訓の

「己れに徹して人のために生きよう」のように生きて

みたいと答えた。それで合格できたのかは分からない

が、自分のこれからの目標にもなった。三年間勉強し

て国家試験を受け、晴れて免許をもらった。

　産休も含めて四十数年、看護の仕事をして来た。今

振り返ってみると、一途に校訓通りに生きて来たかど

うか疑問である。しかし、曲がりなりにも一筋の道を

突き通して来たつもりだ。私が通った看護の道は色々

なエピソードがあったが、後悔はない。白ではなかっ

たが、グレーゾーンのようだった。

　これから先の人生も校訓を目標に、人のために生き

て行けたら良いなと思っている。

舟入18期　林　　玲子

私の 色



会誌・会報名
 「あかしや」は
        1985年から!!

舟 入 ・ 市 女 同 窓 会 会 誌 　 同 窓 会 会 報

舟入 19 期　金子　敏郎

　現在、舟入・市女同窓会の会誌・会報は毎年、総

会当番幹事によって作成されています。

　昨年度（2021）の発行号数がVOL.51。今回は会誌・

会報の歴史を振り返ってみました。

◆私たちの期が担当する以前の会報はモノクロタブ

ロイド判の新聞形式でした。

　総会で配布された会報は持ち帰ってでも長く保存

しようとする人は少なかったように思われました。

　筆者は印刷関連の仕事をしていたこともあり、会

報が大切にされ、長く保存されるものであってほし

いと考え、新聞形式から冊子形式へと変更したので

した。

　そして会報タイトルも「舟入市女同窓会会誌あか

しや」に、内容的にも多数の会員が登場して会報が

身近になってほしい、広告も記事の近くに置いて広

告効果も高めたい、広告が増えれば総会への広告収

入の貢献にもつながる、そうした願いも込めたので

した。

◆振り返るにあたり、これまで発行の会誌・会報を

見るために同窓会事務所を訪ね、そして、保存され

ている資料を全部並べてみました。

　すると、昨年度までのバックナンバーが揃ってい

ました。今日に至るまでこの形式での発行が続いて

いることは発案者としては大変うれしい限りです。

　私たちの作成した第 15 号は、B５判 52ページで、

できるだけ作成費用も安く狙っていたのでしたが、

バブル時代には 100 ページを超える時すらあったよ

うです。保存性・読み応え効果も上がり、広告効果

も高まり、広告収入の増額にも相当貢献できていた

のではないかと推測します。

◆会報作成にあたっては、記事編集と広告集めが大

きな役割。いずれも、苦労の多い役割です。

　制作方法も、現在はワード原稿をメール受信しパ

ソコンを使って編集されるかと思いますが、当時は

手書き原稿を郵便で送ってもらったり、直接執筆者

のもとを訪ね集めたりして、整理・編集していった

のでした。

◆編集作業は大変なだけ・苦労が大きかった分だけ、

40 年前のことであっても今も忘れることのできない

貴重な体験として思い出されます。

事務局を訪ねて
　ゆっくり読み返すのも一興です。

1985  vol.15
（1999 年まで B5 判）

1986  vol.16 1987  vol.17 1988  vol.18 1989  vol.19 1990  vol.20 1991  vol.21

1992  vol.22 1993  vol.23 1994  vol.24 1995  vol.25 1996  vol.26 1997  vol.27

1998  vol.28 1999  vol.29
2000～2002　vol.30～32

2003  vol.33
（以降 A4 判）

2004  vol.34 2005  vol.35

2006  vol.36 2007  vol.37 2008  vol.38 2009  vol.39 2010  vol.40 2011  vol.41

2012  vol.42 2013  vol.43 2014  vol.44 2015  vol.45 2016  vol.46 2017  vol.47 2018  vol.48

2019  vol.49 2020  vol.50 2021  vol.51

〈タブロイド判〉

〈B5 判〉

〈A4 判〉
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　私の生まれた所は、豊田郡豊浜町豊島（現在の呉

市豊浜町豊島・とびしま海道）です。実家は田んぼと

柑橘類の栽培をしていましたが、両親も亡くなり、今は

農協の若い人に管理をお願いしております。

　豊島には、土日を利用して帰省し、野菜と少しの柑

橘類を栽培しています。

　また、帰省した時に常に母が口酸っぱく、人に会っ

た時は頭を低くして常に謙虚にしなさいと言われてい

ましたので、「実るほど頭を垂れる稲穂かな」を心掛

けて人の話を聞くようにしています。

　1965年（昭和40年）に舟入高校に入学しました。�

前年（1964年）に東京オリンピックが開催されました。

中学校から帰宅途中に空き地で舟入高校サッカー部

が練習されているのを見て、入学したらサッカー部に

入部したいと思い、入学して数日後に入部しました。

　舟入高校で3年間、2年生の時に恩師倉岡先生が

赴任され、今は地域のおせわをされていて、帽子のご

注文を受け賜っています。大学（岡山県リーグ）で4年

間、社会人（広島県社会人リーグ）で22年間（47歳ま

で）の長きにわたりサッカーを楽しむことが出来まし

た。

　それから、1972年（昭和47年）オイルショックの就

職難の時もサッカー部の先輩のおかげで無事に就職

（増成織ネーム株式会社）することができ、現在も無

事に勤めています。

　今も堀口海産会長やサンフレッチェ広島の山西さん

（元国際審判員）からシーズンパス用ネックストラップ

のご注文を頂いております。

　サッカーをしていたおかげです。諸先輩・後輩方に

は感謝しております。

　舟入高校サッカー部の益々のご活躍を祈念いたし

ます。

舟入19期　道法　爲廣

サッカーのおか げ
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　これからお話しすることは、地域のまちづくりのヒン

トになればと思い、長い役所生活の中で最も思い出

に残る「横川駅前広場整備」の経験をお話しします。

　駅前広場整備には核となるコンセプトが必要で

す、そこで横川の歴史を紐解いてみると、1905年に横

川・可部間を日本で最初に走った路線バスがありまし

た。

　我々は、この日本で最初の路線バスの歴史を広場

整備の核にしようと考え、地域の皆様と一緒になって

商店街振興組合の事務所で会合を重ねアイデアを出

し、最終的に、当時走った路線バスを実際に自分たち

の手で再現しようではないかと考え、地域の方が大切

に保存されていた一枚の写真を頼りに、みんなで寄付

金集めから始めて、仕事が終わった夜にボランティア

で地域の皆様・役所の職員・市立大学のY教授（当時

は准教授）や学生さんの協同作業でレトロバス（今で

は「かよこバス」として広場内に展示中）として再現す

ることに成功しました。

　これに合わせて、広場全体のデザインは「レトロで

ハイカラ」を基調として、屋根は広島の六本の川に合

わせて、大屋根・小屋根を六つ配置し、構造材は鋳物

の街である可部の鋳物を使い、今では皆様に親しま

れる横川駅前広場になりました。

　また、この「かよこバスは」広場を活用した地域の

各種イベントや、年に一度の商店街のイベント「ふしぎ

市」にも大活躍しており、横川地域のまちづくりに貢献

しておりますので、皆様方も横川に来られたら是非立

ち寄って見てください。

舟入22期　宮川　裕壮

「横 川 駅 前広場 整 備と私 」
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　令和4（2022）年4月15日金曜日午後6時から、ひろ

しま国際ホテルにて令和3（2021）年度舟入・市女同

窓会顧問会が開催されました。国本顧問代表（舟入

11期）を始めとした11名の顧問の皆様、今西和夫同

窓会名誉会長（舟入10期）、市本秀則現会長（舟入�

29期）、佐伯直之アドバイザー（舟入22期）、そして事

務局長の私が参加いたしました。顧問会が開催され

たのは令和1（2019）年以来の3年ぶり、私にとっては

初めての顧問会参加となりました。参加された皆さん

は元気に再会できたことを心から喜びあっておられ、

開催できて本当に良かったと感じました。

　参加された皆様のお話もとても興味深く、高校時代

の思い出を楽しそうに語られる様子に強い舟入愛を

感じさせていただきました。総合選抜時代の受験で

第何志望だったかを何故か皆さんが報告されました

が、第1志望だった方がほとんどおられなかったこと

がちょっとした驚きでした。「広大にあらずんば人にあ

らず」時代のエピソードなど現役生徒が聞いたらびっ

くりするようなお話も聞かせていただき楽しいひと時

となりました。テーブルはパーテーションで仕切られ、

料理も個食で提供され、席を離れる方もほとんどおら

れず、この形式なら同窓会総会も開催可能なのでは、

ということも話題となりました（勿論、人数制限は必要

ですが）。また来年も元気で集まることを約束して、お

開きとなりました。

舟入・市女同窓会事務局長　舟入27期　住田　恒三

令 和 3（ 2 0 2 1）年度 　 舟入・市 女 同窓会
顧 問 会 が 開 催されました
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　人は皆、目に見えない不思議な縁で結ばれ、有形、無
形、多くの恵みに生かされている。そして、これまでに多
くのすばらしい師に恵まれ、育て、導いていただいた。
　舟入高校時代にも個性と熱意にあふれる数多の先
生方に出会えた。なかでも松本正明先生との出会い
は忘れがたい。先生は担任でもなく、英語の授業で
も、部活（私は演劇部に属していた）での関わりもな
かったが、卒業式という高校在学最後の日突然思い
がけない形でもたらされた。卒業式会場のステージの
見事なお花を愛でていると、記念にと一枚の写真を残
し、お送りいただいた。今は亡き母と一緒の貴重な思
い出となった。同封された手紙には「車の免許取得中
とのこと。特に躊躇すべきところを飛び出したり、た
めらうべきでないところをまごまごしない勘を養い、
呉々も気をつけて下さい。」の言葉が添えられてい
た。今でも車を運転する際の戒めとなっている。
　舟入28期同期会では、ご自身が病を患い弱気に
なった際勇気づけられたと「Foot�prints」（足あと）と

いう一編の英詩をご紹介いただいた。2018年還暦記
念同期会には入院中にもかかわらず病をおして我々の
ために車いすでお越し下さった。感動して先生のお話
しに涙した。その時「Seize�the�day」「而今」という言
葉をご紹介され、過去や未来にとらわれず今を精一
杯生きる様に、今がスタートとお話し下さった。言葉だ
けでなく、先生のそのお人柄に深く感動を覚えるとと
もに、今も多くを学ばせていただいている。先生あり
がとうございます。どうぞお元気で。今度はどんなメッ
セージをいただけるのでしょうか。又、お会いできる日
が楽しみです。
　縁あって出会えた舟入家族、十人十色、みんな違っ
てみんないい。そして私も願わくば人々の心に何かメッ
セージを届けることが出来る様にこれからもさらに精
進し、歌い続けていたい！誰もがみんな持っている世
界に一つの声という小さな楽器で・・・。ありがとうご
ざいました。

舟入28期　隅川　幸江

「師恩 」ありが たきかな

卒業式の日　講堂で母と 還暦同期会
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同期だより

　定年退職を翌年に控えた2019年12月のある日、�

東京都江東区の勤務先に一通の手紙が届きました。

差出人は隅田（旧姓・前田）文子さん、舟入高校の同

級生（通称“ブンブン”）がネット検索で私を発見して、

思いがけず懐かしい便りを送ってくれたのです。

　私は広島生まれの広島育ちながら、25歳（1985年）

の時に上京してからずっと東京暮らしで、30数年も舟

入高校との繋がりは皆無でした。これこそ“邂逅（かい

こう）”と言う言葉が当てはまる、若き日のふるさと・広

島との再会となりました。

　最初は自分のクラスさえ想い出せない浦島太郎で

したが、“ブンブン”から少しずつ同級生の写真や情報

をもらいながら、卒業アルバムと断片的な記憶を繋ぎ

合わせて今の姿を想像する脳内作業を繰り返してい

ました。

　2019年当時は、翌年3月の退職後は東京オリンピッ

クを観戦したあと半年くらいで広島に戻るつもりでし

たので、その脳内作業も帰郷の為の準備だったと思い

ます。

　ところが、年が明けてからコロナ禍で事情は一変し

ました。38年勤め上げた会社の仲間やお客様に挨拶

すら出来ないまま退職となり、4月からは毎日家に居て

どこにも行けず、オリンピックは延期、先のめども立た

ない日々が過ぎて行きます。

　その頃の内向きになりがちな心の支えは二人の孫

娘の存在でした。当時3歳と0歳の孫と触れ合う時間

が格段に増えたおかげで、より愛おしく感じるのです。

「子供のオムツは替えなかったのに孫のは率先して替

える」と妻に揶揄もされましたが、本当にありがたく尊

い宝物です。

　手紙から2年8か月を経た今年8月、3年ぶり開催の

29期同窓会についに初参加しましたが、44年の歳月と

マスク着用に脳内作業は全く歯が立たず、すぐに認識

できる人はほんの僅かでした。でも焦る必要はありま

せん。私なりのやり方でゆっくりと新たな交友関係を

構築しようと思っています。地元の皆には慣れ親しん

だ広島も、私にとってはこれから新しいふるさとになっ

ていくことでしょう。まさに十人十色のふるさと・広島

です。

　移住するのは数年後になると思いますが、それまで

孫や家族との触れ合いを大切に、健康維持のウォー

キングと趣味の資産運用を着実に続けて行くつもりで

す。

　願わくば若手の成長で再び強くなって優勝争いする

カープを、関東でも遠慮なく声を出して応援したいも

のです。

舟入29期　永末　昌克

十人十 色のふるさと・広島
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同期だより

　令和元年の還暦同窓会の時、29期では還暦以降

毎年同窓会が開催されることに決まった。しかも、先

生方も沢山参加していただいてビンゴの景品も山のよ

うに集まった還暦同窓会の次の年の幹事は私達高校

3年時の6、7組だ。幹事長になるよう私に要請があっ

た。慌てて6、7組の男性陣に電話をかけまくり、やっと

のことで荘田君が幹事長になってくれた。とはいえ無

理矢理お願いした手前、下準備はすべて私がやるのだ

と気が重かった。令和2年8月の同窓会のために元年

12月に同窓会の案内を作りアカシアと共に送付した。

ところが翌年3月にはコロナで志村けんさんが亡くな

り、4月には緊急事態宣言、その後岡江久美子さんが

亡くなり、オリンピックも延期になった。準備を進めて

きた事もあり幹事の中でも同窓会を開催するかどうか

意見が分かれたりしたが、結局令和3年に延期となり

ホッとした。

　そしてまたその冬にアカシアと共に夏の同窓会の案

内を出し、会場の確保や参加者の把握をしたが、ま

た感染拡大のために同窓会は令和4年の夏に延期に

なった。令和元年から舟入高校の同窓会室に何度も

集まり準備をしてきたが幹事達のやる気も次第に低下

していき、私自身も延期でなく中止という事で次の8、

9組に幹事をバトンタッチさせて欲しい気持ちが99%

になったが、幹事長を引き受けてくれた荘田君の「そ

舟入29期　上迫　千代子

令 和 4 年舟入 2 9 期 同窓 会 開 催
「3 年 ぶり、マスクの下に十人十 色の沢 山の 笑 顔
の花 が 咲きました！」
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同期だより

ういう訳にはいかんじゃろう。」の一言で来年も調整

役をすることになった。コロナ禍で幹事同士顔を合わ

せる事も難しくなり、幹事のラインに色々載せても反

応は少なく、ライン会議にも24人中の2名か1名しか参

加がない。肩の荷は重くなった。

　それでも、令和4年は第7波で感染者が増加して

いったが政府も県も行動制限を行わないとのことで

“今年出来なければ来年も同窓会は出来ない”との勢

いで同窓会は決行することになった。開催が決まると

幹事の皆の行動は素早かった。一人一人が自ら進んで

役割を全うしてまとめてくれ、開場の2時間前から現

地で準備する提案があったり、さすが舟入、選抜試験

に合格した能力と実行力の高さに改めて感動した。し

かも皆んな謙虚で周りを見る力があってこんな人達が

広島を日本を支えてきたんだなぁと感じた。そして、幹

事の皆の合言葉は「無言のどうする？」から「楽しもう

ね！」に変わっていた。また、同窓会に参加してくれた

46名の皆さんも検温、消毒、マスク会食に協力してく

れて一人ずつステージに上がって1分間スピーチをする

など、同窓会を静かで楽しく盛り上げてくれた。新しい

取組みとしてオンラインライブ配信の参加者も6名あっ

た。また、アンデルセンには最大限の感染対策をして

いただいて感謝している。長くコロナに翻弄された3

年間だったが令和4年夏の同窓会はあっと言う間に無

事に終わった。

フェイスシールドを付けての受付 パーティション・マスク会食
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慰霊部会

　令和4（2022）年、77回目の8月6日を迎えた朝、酷
暑の平和大橋西詰で、広島市立第一高等女学校職員
生徒原爆死没者慰霊献花式が行われた。
　参列した今年度と昨年度は新型コロナ感染症対策
の観点から碑前での献花式、令和3年度からは市女・
舟入同窓会と、福祉法人二葉会の共催になっている。
昨年度の本欄、舟入35期永田信治先輩の文章を読ん
で知った。ご遺族がた、市女同窓会員の皆さま、舟入
同窓会の皆さん、教職員・関係者や在校生、他県から
の式典参加者などから多くの献花があった。たくさん
のかたがたの記憶にある市女慰霊の集まり、帳場に
座っていると、亡くなった同窓会員のご家族の参列も
多くあることがわかった。忘れ去られることなく、脈々
と受け継がれている広島の、市女の8月6日を胸に刻む
日となった。
�
　これは全くの私事だが、私は市女の校歌と、碑の
裏側に刻まれた宮川造六先生の弔歌が歌える。祈念
碑前の慰霊式で歌われる広島平和の歌も広島市歌も
歌える。合唱をしていた小学校の6年間、高校で確か�
1回、慰霊碑に向かって右側のひな壇に上って、歌った
後の放たれた鳩たちを見上げた記憶がある。スピーチ
も鐘の音も聞いていたはずだが、貴重な体験を持ち
つつ、残念ながら｢自分が自分が｣の時代にあった耳
には残っておらず、それでも若さとはいいものだったと
ばかり信じてきた。人との繋がりを重んじてこなかっ

た。今、初老となって体や気持が言うことを聞かない。
命や死や、生きていること自体の重みも感じながら、
昨年度、40年ほどぶりに市女慰霊碑の前に立った。暑
い暑い平和大橋東詰の8月6日だった。
�
　自らのことを忘れて、昔々の同級生たち｢老けたなあ｣
と感じる。同窓会や小規模の集まりを東京あたりでも
やっていることは、昨今のSNSで知っていた。でもな
んとなく教育実習以来近づいていなかった。楽しいば
かりではなかった高校生活のことは忘れてもいいと
思っていた。歳、のおかげか。結局、悲劇のもたらした
大きな流れの中で、今生きている幸せと喜びを感じる
ことになった。私にとっては実に皮肉な話である。今
回は、本欄のテーマ、一期一会をいただき下手くそな
文章を無理して綴った。時間は経ったが出会いに感
謝している。牽強付会の感は拭えないが、貴重な振り
返りの機会を与えていただき感謝しつつ筆を置く。舟
入56期の久保さん、後はよろしく。皆さまご健勝で。失
礼しました。

舟入36期　平谷　　淳

広島市立 第一高 等女 学 校 職 員生 徒
原 爆 死没 者 慰 霊 献 花 式について
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平和講演会

　令和4年7月7日、舟入高等学校アカシヤホールに
て、1年生に向けた平和講演会が行われました。お話
ししてくださった講師の方は市女23期生加藤八千代
さん、舟入10期生林玲子さん。当時の学生生活、8月
6日の被爆体験、現代を生きる高校生に伝えたいこと
等、力を込めて話されるおふたりに、317人の生徒たち
は真剣に耳を傾けました。コロナ禍ではありますが、
平和であるからこそいつも通りの朝が迎えられること
が幸せだということを胸に刻み、今を生きる私たちに
何ができるか、ということを改めて考えることができる
時間となりました。

　限られた時間での学習でしたが、生徒は多くのこ
とを受け止め、学びました。以下、生徒の感想文より�
一部抜粋したものを紹介します。

　「その時の別れが最後の別れになるかもしれない」
という言葉がとても印象に残っています。友達と別れ
る時にそんなことを一度も思ったことがないからです。
戦争の下では人権はおろか明日への希望さえもなく
なるのか・・・と思いました。また、被爆後に西広島駅
から草津小まで歩いたと言っていましたが、かなり距
離があります・・・。当時同じ年齢だったのでその足で�
歩くときっと1時間はかかると思います。その時に一体
何を考え、見ながら歩いたのか・・・。想像しただけで
とても恐ろしいです。・・・

・・・林先生や加藤先生の話を聞く中で、幸いどちら
も命に関わるような大けがはなかったと聞きました。
しかし、焼けただれた人々がいる光景を見たときの
心の傷は大きかったと思います。ロシアとウクライナ
情勢が悪化する中、実際に亡くなっている人もいるこ
の戦争のニュースを見ると、「また繰り返されるので
は・・・」と思うことがあります。そうならないために
も、今回の話を踏まえ、今あるこの環境に感謝するだ
けではなく、常に「平和」について考えておくべきだと
感じました。今回は本当にありがとうございました。

　原爆によっての被害は8月6日の身体的なことだけ
ではなくその後の生活にもつらい精神的な影響を与
えていたことが分かりました。そんなにもつらい日 を々
送ってきた人々がいるのに私はちっぽけなことでいや
になったりしていたなと思い、これからも全力で生活
しようという元気を与えてもらいました。明日の生活が
確実に約束され、毎日友達に会える世界は私達に託さ
れていると思いました。・・・

舟入高校　第１学年国語科教諭　木村　紫乃

「焦 土を生き延び て・・・」
～ 今、皆さんに伝えたいこと～
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OB（舟入OB異業種交流会）

皆さん、FOBをご存じですか？
FOBは、2008年2月発足した舟入高校OBで作る異業種交流会の略称です。

年に4回(2月.5月.7月.11月)集まり、意見交換・ゴルフ・カープ観戦など幅広い
年齢層の皆さんと、交流を持てる舟入高校卒業生限定の交流会です。現在、

SNSが主流の今、
人と人との出逢いを

FOB FacebookFOB Instagram

小松さんからお花の贈呈

ミニ講演（山口先生）

優しい門田さんと名刺交換 同期でのFOB参加inトンフォン

参加お申込み・お問い合わせ
FOB事務局 杉本里栄（46期）

f-fob@ninus.ocn.ne.jp

次回FOB開催は令和4年11月15日19時～
令和5年 2月 21日19時～

老若男女問わず盛り上げていただける方を募集しております。
20代・30代の方が特に少なく、これを機に一度でいいので

顔を出してみませんか？先輩方のお知恵、また若い方の考
え・想いを知りつつ、新しいFOB また舟入高校の同窓会を盛
り上げていけたらと思います。 53期中村文昭

覗いてみんさい！

FOB（舟入高校OB 異業種交流会）
舟入53期　中村　文昭
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同窓会活動

広島市高等女学校・
広島市立舟入高等学校同窓会　規約

第１章　総　　則
第１条　�本会は広島市高等女学校・広島市立舟入高等学校同窓会と称

する。（略称は舟入・市女同窓会とする。）
第２条　�本会は会員相互の親睦、社会貢献を図り、母校の発展向上に

寄与することを目的とする。
第３条　�本会の事務局は、〒730-0847�広島市中区舟入南1-4-4�広島市

立舟入高等学校内に置く。
第４条　�会員が多数存在する地域又は多数勤務する職域に代表委員会

の承認を得て、本会の支部を置くことができる。

第２章　会員及び客員
第５条　�本会は下記会員及び客員をもって組織する。
　　　　１　�正 会 員　�広島市高等女学校・広島市立舟入高等学校の

卒業生及びその中途退学者で同期代表委員の
推薦を経て会長が承認した者

　　　　２　特別会員　母校現職員
　　　　３　客　　員　母校旧職員

第３章　事　　業
第６条　本会は下記の事業を行う。
　　　　１　�会員の名簿の管理及び会報の発行
　　　　２　�会員相互の親睦、社会貢献を図るための事業
　　　　３　母校の発展向上に寄与する事業
　　　　４　�その他本会の目的を果たすために必要な事業

第４章　役　　員
第７条　�本会に下記の役員を置く。選出方法は下記のとおりとする。
　　　　１　�名誉会長　会長が推薦し代表委員会で承認を受ける。
　　　　２　�会　　長　１名　正会員の公選とする。
　　　　３　�副 会 長　�市女１名、舟入３名を正会員より選出する。
　　　　４　�理　　事　�30名を限度とし、会長が推薦し、代表委員会

で承認する。理事は原則として代表委員を兼
務できない。

　　　　５　�常任理事　�若干名　必要に応じて理事の中から会長が推
薦し、代表委員会で承認される。

　　　　６　�代表委員・�副代表委員
　　　　　　　　　　　各期各１名を各年度正会員より互選する。
　　　　７　�会計監査　２名　正会員より選出する。
　　　　８　会　　計　理事より互選する。
　　　　９　�顧　　問　�若干名　正会員の中から会長が推薦し、代表

委員会で承認を受ける。
第８条　役員の任務は下記のとおりとする。
　　　　１　�名誉会長　事業の企画執行に当たり経験を具申する。
　　　　２　�会　　長　本会を代表し、会務を統括する。
　　　　３　�副 会 長　�会長を補佐し、会長に事故ある時はその任務

を代行する。
　　　　４　�理　　事　�理事会を構成し、代表委員会の決議した範囲内

で本会の事業の企画及びその執行にあたる。
　　　　５　�代表委員　�代表委員会を構成し、予算、決算、役員の選

出及び会務全般について審議する。
　　　　６　�会計監査　本会会計の監査にあたる。
　　　　７　�会　　計　本会の会計を担当する。
　　　　８　�顧　　問　�会長の諮問に応じ、会務に関して意見を述べる。
第９条　�役員の任務は１年とし、再任を妨げない。期間は就任の時か

ら次の総会までとする。

第５章　機　　関
第10条　本会に下記の期間を置く。
　　　　１　�総　　会　�正会員をもって構成し、毎年１回会長がこれ

を招集し、規約の改正、事業予算及び決算の
承認、役員選出及び承認を付議する。総会を
招集することが困難な場合には、代表委員会
をもってこれに代えることができる。

　　　　２　�執行部会　�会長、副会長及び顧問会代表と事業執行にお
いて必要と認めるものをもって構成し、事業
企画を理事会に提案する。

　　　　３　�理 事 会　�会長、副会長及び理事をもって構成し、本会
の事業の計画及びその執行にあたる。議長は
会長をもってあてる。

　　　　４　�部　　会　�理事会には、慰霊部会、総会・広報部会、総
務部会を置き、事業の執行を円滑にする。

　　　　５　�代表委員会　�予算、決算、役員の選出及び会務全般につい
て審議する。

　　　　６　�顧 問 会　�会長、副会長、事務局長、顧問をもって構成
し会務に対し意見を具申する。

　　　　７　�本条１～６に定める機関による議決事項は、出席者の多
数決により決定する。

第６章　会　　計
第11条　�正会員は、卒業10年目から会費として毎年１口2,000円以上を

同窓会会費として納入するものとし、会費は代表委員会の決議
により変更できる。但し、市女会員の会費の徴収は行わない。

第12条　�新卒業生は、入会と同時に入会金1,000円及び入会後９年分の
会費として9,000円を納入しなければならない。

第13条　�本会運営に関する経費は次のものをもってあてる。
　　　　�１　入会金　２　年会費　３　寄付金　４　その他
第14条　�会計年度は毎年７月１日から翌年６月30日までとする。

附　則
本契約は昭和53年８月13日合併によりこれを施行する。
昭和55年８月16日一部改正
昭和57年８月21日一部改正
平成６年８月20日一部改正
平成16年８月21日一部改正（第14条　会計年度）
平成19年８月18日一部改正（第12条　平成22年３月卒業生より施行）
平成22年３月29日一部改正（第10条　執行部会、顧問会新設）
平成27年７月13日一部改正（第６条　字句削除　第７条　第８条　名
誉会長追加）
平成28年12月７日一部改正（第７条　第８条の名誉会長を１に繰り上
げ以下を繰り下げとする）
平成31年３月18日一部改正（第７条　３副会長選出　若干名を、市女
１名、舟入３名に、変更　第７条５　第10条４を追加し、以下を繰り
下げとする。）
令和２年５月１日一部改正（第11条　但し、市女会員の会費の徴収は
行わない。を追加）
令和３年10月15日一部改正（第７条７　会計監査　２名　正会員より
選出する。
第11条　�正会員は、会費として毎年一口（1,000円）以上を正会員は卒

業後10年目から毎年１口（2,000円）以上、とする）
　　　　�（第12条、入会後、10年目からは、毎年１口（1,000円）以上

を同窓会会費として納入する、を削除）

広島市立第一高等女学校職員生徒原爆死没者
慰霊式典実施細則

広島市高等女学校・広島市立舟入高等学校同窓会規約第６条４に規定
する、その他本会の目的を果たすために必要な事業として広島市立第
一高等女学校職員生徒原爆死没者慰霊式典を行いその実施に関して、
下記のとおり定める。
第１条　�毎年８月６日午前10時より、広島市中区中島町平和大橋西

詰、市女慰霊碑前に於いて行う。
第２条　�慰霊部会及び広島市立舟入高校卒業37年目の期が担当する。

役員運営細則
広島市高等女学校・広島市立舟入高等学校同窓会規約第７条３に規定
する副会長に関して、下記の通り定める。
第１条　�副会長の選出方法及び任務は以下のとおりとする。
　　　　１　�選出方法は、市女は正会員の公選とし、舟入は卒業36年

目、37年目、38年目の期の代表者とする。
　　　　２　�任務は、市女副会長は市女総括、舟入副会長は卒業36年

目は総会・広報部会長、37年目は慰霊部会長、38年目は
総務部会長となり、原則として理事、代表委員を兼務で
きない。

　　　　３　�任期は舟入副会長は３年とし、市女副会長は特に設けない。

広島市高等女学校・
広島市立舟入高等学校同窓会総会実施細則

広島市高等女学校・広島市立舟入高等学校同窓会規約第10条１に規定
する広島市高等女学校・広島市立舟入高等学校同窓会総会の実施に関
して、下記のとおり定める。
第１条　毎年８月に行う。
第２条　�総会・広報部の指導助言のもと、広島市立舟入高校卒業18年

目と19年目の期が幹事となる。

機関運営細則
広島市高等女学校・広島市立舟入高等学校同窓会規約第10条４に規定
する部会に関して、下記のとおり定める。
第１条　�理事はいずれかの部会に所属し、下記の事業を行う。
　　　　１　�総会・広報部会は、総会当番幹事支援事業、舟入祭等母校

支援事業、広報誌「あかしや」制作支援事業を行う。
　　　　２　�慰霊部会は、慰霊式典の実施事業、慰霊碑維持管理事

業、慰霊の記「証」制作事業、その他慰霊に関する事業
を行う。

　　　　３　�総務部会は、会費徴収事業、代表委員活性化事業、OB
講演会開催事業、ホームページ作成事業、名簿整理事業
を行う。

事務局運営細則
広島市高等女学校・広島市立舟入高等学校同窓会規約第３条に規定す
る事務局の運営に関して、下記のとおり定める。

規約
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同窓会活動

第１条　�事務局に事務局長（１名）、事務局員（若干名）を置くこと
ができる。

第２条　�事務局長、事務局員の選出方法は下記のとおりとする。
　　　　�１　�事務局長　正会員の中から会長が委嘱する。
　　　　�２　�事務局員　事務局長が推薦し、会長が委嘱する。
第３条　�事務局長、事務局員の任務は下記のとおりとする。　
　　　　１　�事務局長　�会長の指示により、本会の運営に必要な総務

を担当する。
　　　　２　�事務局員　�事務局長を補佐し、事務局長に事故あるとき

はその任務を代行する。
第４条　�事務局長及び事務局員の任期は１年とし、再任を妨げない。
第５条　�事務局長、事務局員の報酬は作業に応じ交通費を含め会長が

決定し理事会の議を経る。

特殊作業運営細則
第１条　�会計担当者の報酬は、作業内容交通費を含め会長が事務局長

と協議決定し理事会の議を経る。
第２条　�会員ファイルメーカー変更作業及びホームページ変更作業担

当者の報酬は作業内容及び交通費を含め会長が事務局長と協
議決定し理事会の議を経る。

助成金運営細則
第１条　�同期会の活動を活性化する目的で次の要件を満たした期に助

成金を支給する。
第２条　�同窓会総会の当番幹事の活動を円滑にするため、当番幹事に

なる前年もしくはそれまでの年に申請があれば、同期会の立
ち上げ奨励費用として１回限り10万円を助成する。

第３条　�舟入同期会において、申請があれば金３万円を助成する。
（複数回可）

　　　　１　�但し、申請までに継続的に３年以上同窓会に３万円以上
同窓会会費を納入している期に限る。

　　　　２　�助成金を受けた年より５年以上経過しなければ次の助成
金を受けることは出来ないものとする。

第４条　�支部総会において開催に当たり申請があれば金３万円を助成
する。

第５条　�前第２条、第３条の助成金を受けようとする期は、代表委員
が助成金交付申請書を同期会開催予定日の１か月以上前に舟
入・市女同窓会会長に提出しなければならない。

第６条　�交付は理事会の議を経るものとする。
第７条　�本細則の改廃は、舟入・市女同窓会理事会を経て舟入・市女

同窓会代表委員会の承認を得なければならない。

附　則
本細則は、舟入・市女同窓会代表委員会の承認のあった日から施行する。
平成17年４月22日施行、尚これまでの助成金に関する同様な細則は廃
止する。
平成24年２月24日一部改正（支部助成金第４条を挿入）
平成27年７月13日一部改正（事務局運営細則、特殊作業運営細則）
平成27年10月19日一部改正（事務局運営細則第５条、特殊作業運営細
則１，２条理事会の議を追加）
平成28年10月７日一部改正（助成金運営細則第４条、２万円を３万円
に改正）
平成31年３月18日一部改正（広島市立第一高等女学校職員生徒原爆死
没者慰霊式典実施細則、役員運営細則、広島市高等女学校・広島市立
舟入高等学校同窓会総会実施細則、機関運営細則を追加。助成金運営
細則第５条　市女の方々への助成金については従来通り市女勘定にて
対応する。を削除し以下を繰り上げる）
令和２年５月１日一部改正（機関運営細則第１条の１と２の順番を入
れ替える。）
令和２年５月１日一部改正、令和２年８月７日施行（広島市立第一高
等女学校職員生徒原爆死没者慰霊式典実施細則の第2条の卒業期を37
年目の期に改正、役員運営細則第１条２舟入副会長は卒業36年目は慰
霊部部長、37年目は総会・広報部部長、を　舟入副会長は卒業36年目
は総会・広報部会長、37年目は慰霊部会長、に改正）
令和３年10月15日一部改正（広島市高等女学校・広島市立舟入高等学
校同窓会総会実施細則の第２条の広島市立舟入高校卒業18年目の期が
幹事となる。を　広島市立舟入高校卒業18年目と19年目の期が幹事と
なる。に改正）

2022年度(令和4年度）　広島市高等女学校・広島市立舟入高等学校同窓会（略称 舟入・市女同窓会）組織図
運営期間(2022年8月00日～ 2023年8月総会開催日前日）総会から次の総会前日まで

アドバイザー
理事・豊島俊彦（舟14）

理事・佐伯直之（舟22）

会　　計
理事・ 本部会計　槇田　昌子（舟43）

代表委員会
各期代表による会務の審議

理   事  会

慰　 霊　 部　会総　務　部　会 総 会・広 報 部 会

小松　　強（舟36）

・会費徴収
・代表委員活性化 
・OB講演会開催業務
・ホームページ、名簿整備

・慰霊式典の実施
・慰霊碑維持管理
・慰霊の記「証」制作
・その他慰霊に関する事項

・総会当番幹事支援
・舟入祭等母校支援事業
・広報誌制作支援業務

会　計　監　査
久笠　信夫（舟21）

原田　桂子（舟28）

関西支部［支部長・来海 　素存（舟22）］

東京支部［支部長・上田　曽太郎（舟25）］

顧　問　会
会務に意見具申

加藤　八千代（市23）

市女統括

理事下線者6名は
総会・広報部会（3）
慰霊部会（3）常任

理事･事務局長
住田　恒三（舟27）

HP・名簿管理システム更新
理事　毛利　武雄（舟47）

事　務　局

市　女　関　係

名誉会長　今西　和男（舟10期）

会  長  市本　秀則（舟29期）
同窓会代表・会務統括

代表顧問
国本　武基（舟11）

顧　問
長見　雅美（舟07）
市川　博彬（舟10）
濱井　秀敏（舟12）
田丸　直文（舟15）
島　　友昭（舟16）
川口　　覚（舟17）
堀口　照幸（舟18）
金子　敏郎（舟19）
河野　保雄（舟22）
折本　浩一（舟23）
砂原　　宏（舟24）
高　　義和（舟25）

顧問会事務局長
橋本　光正（舟26）

総務部会
豊島　俊彦　（舟14）
野間　二郎　（舟16）
大石　博美　（舟18）
佐伯　直之　（舟22）
池田　雅之　（舟23）
伊藤　　博　（舟28）
田原　　実　（舟35）
槇田　昌子　（舟43）

理事の役割：事業の執行・実施   
　　　　　 全理事で対応が基本

総会・広報部会
清金　誠司　（舟36）
山本　秀子　（舟36）
鎌田　健吾　（舟43）
福田　光剛　（舟44）
寺本　早苗　（舟45）
杉本　里栄　（舟46）
毛利　武雄　（舟47）
栗栖　正行　（舟48）
高田　佳一郎（舟49）
金澤　祐介　（舟51）
福原　潤子　（舟37）

執行部会
会長・副会長・顧問代表

会計・事務局長

稲生　小菊　（市25）
玖島　慶子　（市28）
林　　玲子　（舟10）
中村　久実子（舟19）
松田　俊一郎（舟22）
加藤　圭規　（舟26）
矢野　晴夫　（舟30）
福岡　美鈴　（舟30）
田中　豊稔　（舟31）

山野井　孝満（舟31）
小波石　昭枝（舟31）
山下　知生　（舟31）
小林　　光　（舟32）
藤本　博俊　（舟32）
市原　直美　（舟34）
灘波　美和　（舟35）
佐々木　聡　（舟39）

慰霊部会

新谷　益啓（舟37）永田　信治（舟35）

規約

組織図
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2022年度　事業実施・関連参加・会議開催内容状況（2022/8.28～2023/8.27）
開 催 日 事業内容 実 施 内 容
8月28日 第43回 総会開催 新型コロナウィルス感染拡大防止のため中止（会誌「あかしや」は規模を縮小して発行）

9月10日 第1回理事会
（書面決議）

第1号議案　2020年度会計報告
第2号議案　2021年度事業計画　予算
第3号議案　同窓会規約の改正
第4号議案　2021年度同窓会組織図

10月2日 千田保育園運動会 於：千田保育園隣接公園　
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、来賓を招かず分散開催（0・1歳は参加せず）された

10月15日 舟入高校体育祭 新型コロナウィルス感染拡大防止のため、校内のみでの開催

10月15日 第1回代表委員会
（書面決議）

第1号議案　2020年度会計報告
第2号議案　2021年度事業計画　予算
第3号議案　同窓会規約の改正
第4号議案　2021年度同窓会組織図

2月4日 第1回慰霊部会

於：舟入高校ミーティングルーム　18：30～19：00
１　2020年度決算
　　①2020度慰霊式典決算について審議・了承
　　　2021年度分の広島市への申請は3年前までの式典レベルの申請
　　②市女動員資料のデジタル化
　　　サンヨーメディア印刷にデジタル化を依頼済み
　　　資料自体の保存場所は、広島市公文書館を中心に検討する
　　　デジタル化に関して広島市に申請（慰霊式典・「証」と同様に）
２　2021年度の慰霊式典について
　　2022年末までに、実施の形態を決定（慰霊式典、又は慰霊献花会）

2月28日 73期卒業生
同窓会入会式

於：舟入高校アカシヤホール　13：30～
１　開式の言葉
２　同窓会長挨拶・活動内容の紹介
３　第73期同窓会委員紹介・代表挨拶
４　諸連絡
５　閉式の言葉

於：舟入高校ミーティングルーム　12：45～
　　同窓会入会式事前打ち合わせ会
　　代表（さん）・副代表（君）の決定

3月1日 第73期生 卒業式
於：舟入高校アカシヤホール　10：00～
新型コロナ感染拡大防止のため、卒業生（317名）・教職員・保護者1名のみ参列
祝辞を送る

3月11日 第1回
拡大執行部会

於：舟入高校ミーティングルーム　19：00～20：00
１　市本会長挨拶（ 出張で欠席のため、メール文を配布）
２　事務局より　
３　各部より　
　　（1）総務部
　　　　① 会費確保の手段として、個人年会費を現行の1,000円から2,000円以上に増額することを、

2021年度より実施したが、年会費納入額は1,667,000円（3月11日現在）で最終的には前年
度並み（1,823,471円）になることが予想される

　　　　②今年度73期卒業生の納入金は317名分の3,170,000円となる
　　　　③卒業生による講演会を再開し、次年度は一久保直也氏（舟入54期生　弁護士）に依頼する
　　（2）総会・広報部
　　　　① 今年度の「総会」は、コロナ禍の状況を見つつ、実施する方向で準備する（5月半ばに開催か否

かを決定する）開催する場合のために、2022年8月27日（土）17：30～ 広島国際ホテルを仮
押さえ済み

　　　　　 幹事は2020年度の担当予定であった舟入54期と次期担当の舟入55期のうち、55期が総会
を主に担当し、54期はそれを補助する

　　　　②「あかしや」の発行は継続し、56期が担当する
　　（3）慰霊部
　　　　① 慰霊式典の形式は従来の慰霊式典に戻すことも検討したが、コロナ禍の現状ではそこまでは

踏み出せない
　　　　　 昨年度までの献花会を1歩前進させ、代表による献花と生徒会による折鶴の献納を同時に行う
　　　　　 追悼の言葉は事務局が印刷し、当日会場で配布し、市女100周年に関する内容は当日会場で掲

示する
　　　　②2025年の被爆80周年に向けた「証」の改訂のための実行委員会を組織化する
　　　　③市女動員記録の写真データ化を進め、資料自体保存場所とその方法を事務局が検討する
　　　　④平和大通りのインフラ整備と喫煙所撤去を広島市に求める
４　今後の予定
　　（1）理事会への報告を3月中に済ませ、代表委員会の開催の可否を検討する
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開 催 日 事業内容 実 施 内 容

4月8日 第2回理事会
（書面決議）

第1号議案（総務部会）　　　　 年会費の納入状況について
　　　　　　　　　　　　　　同窓生による講演会の再開について
第2号議案（総会・広報部会）　　今年度総会の開催について
　　　　　　　　　　　　　　あかしやの発行について
第3号議案（慰霊部会）　　　　 今年度の慰霊式典について
　　　　　　　　　　　　　　2025年の「証」の改訂について
　　　　　　　　　　　　　　市女動員記録の保存について

4月7日 舟入高校
（第76期生）入学式

於：舟入高校アカシヤホール　10：00～
新型コロナ感染拡大防止のため、入学生・教職員・保護者のみ参列

4月15日 顧　問　会 於：ひろしま国際ホテル　　18：00～　　15名参加

6月3日 第2回代表委員会
（書面決議）

第1号議案（総務部）　　　　（1）　 2021年度年会費の納入状況について（2022年5月末現在
　　　　　　　　　　　　　　　　1,815,000円）
　　　　　　　　　　　　　（2）　卒業生による講演会の実施について（54期生一久保　直也氏に依頼
第2号議案（総会・広報部）　　（1）　 2021年度の総会の開催について（2022年8月27日・土16：00～開

催予定）
　　　　　　　　　　　　　（2）　あかしや52号の発行について（10月末をめどに発行する）
第3号議案（慰霊部）　　　　 （1）　今年度の慰霊式典について（慰霊献花会を一歩前進させる）
　　　　　　　　　　　　　（2）　「証」の改訂について（実行委員会を組織）
　　　　　　　　　　　　　（3）　 市女動員資料の写真データ化について（資料そのものの保存につい

ては検討中）

6月24日 第4回執行部会

於：舟入高校ミーティングルーム　19：00～
新型肺炎の流行に対応するため、執行部、常任委員、アドバイザー、新役員参加による拡大執行部会とし
た。
１　会長挨拶
２　各部より
　　総務部：年会費を2,000円以上としたが、5月末現在で1,815,000円納入され昨年並みの実績
　　総会・広報部：本年度予定していた第43回総会は縮小して開催予定。同窓会誌「あかしや」は発行する。
　　慰霊部：第46回慰霊式典は「慰霊献花会」として開催するが、昨年より一歩前進させる。

6月 東京支部総会 中止
6月18日 舟　入　祭 コロナ禍の中で校内のみでの開催となり、同窓会としての参加は中止

7月1日 第2回慰霊部会

於：舟入高校ミーティングルーム　19：00～20：00
１　2021年度の慰霊式典について
　　コロナ禍での「献花会」の実施（2022年8月6日・土　9：00～11：00）とその準備について
　　　・代表社による献花を10：00より同時に行う
　　　・同窓会会長・舟入高校校長・二葉会理事長の追悼文を事務局にて印刷し、当日配布
　　　・課題：現役生徒の関わり方
２　2022年度慰霊部会理事について
　　稲生 小菊理事（市女25期）　玖島 慶子理事（市女28期）　林 玲子常任理事（舟入10期）の退任

7月 関西支部総会 中止

7月7日 平和教育講演会
於：アカシヤホール　10：00～11：00
第1学年の生徒を対象とした、加藤八千代さん（市女23期）林玲子さん（舟入10期）による講演会が開催さ
れる。

7月25日 執行部会

於：ミーティングルーム　19：00～20：00
新形コロナの感染者数が激増し、第7波に突入したことを承け、第43回総会（2022年8月27日（土） 
16：00～　ひろしま国際ホテルにて開催予定）の中止を決定し、理事、代表委員、顧問会に連絡すること
を決定する。

7月29日 会計打合せ
於：ミーティングルーム　12：00～
槇田会計・住田事務局長・豊島アドバイザー　
決算書作成

8月1日 会計監査 於：ミーティングルーム　　16時00分～　
久笠　信夫会計監査、原田　桂子会計監査を迎え　会計監査

8月 慰霊式典関係 8月5日　前日清掃・準備　８：00～
8月6日　慰霊式典（本年度は「慰霊献花会」）9：00～11：00

8月27日 同窓会
第43回総会 第43回総会（2022年8月27日（土）16：00～　ひろしま国際ホテルにて開催予定）は中止



25



26



27

2021年度　年会費納入状況（2021年7月1日～2022年6月30日）
氏　名 金　額

舟入　02 期
¥2,000

笠岡　貞江 2,000
　

舟入　03 期
¥14,000

藤田　實 2,000
清水　明貞 3,000
諏訪　昭登 3,000
日垣　芳久 2,000
髙榎　フサヱ 4,000
　

舟入　04 期
¥39,000

山﨑　孝 2,000
宮田　雅子 2,000
中川　昌江 2,000
髙須　方基 2,000
田中　ヱミ子 2,000
平岡　才二郎 2,000
中野　洋美 2,000
伊藤　栄子 2,000
松岡　裕三 2,000
松井　好 2,000
中山　俊子 2,000
長津　功三良 5,000
小安　昭十 10,000
堂本　美子 2,000
　

舟入　05 期
¥14,000

寺地　作 2,000
宇野　榮一 3,000
古本　弘子 2,000
向井　正彦 3,000
秋廣　健治郎 4,000
　

舟入　07 期
¥38,000

竹中　義彦 10,000
佐伯　忠 2,000
田部　晃 2,000
竹下　妙子 5,000
尾谷　美和子 2,000
中野　正彦 3,000
新見　多美子 2,000
末広　博之 2,000
豊田　尚臣 2,000
長見　雅美 3,000
真末　数雄 3,000
遠藤　勲 2,000
　

氏　名 金　額

舟入　14 期
¥89,000

福原　不二雄 3,000
三浦　浩司 3,000
恵南　祈八郎 2,000
宮本　美子 2,000
中島　肇 2,000
橋村　国靖 2,000
大内　剛 2,000
宮城　武文 2,000
西原　健 2,000
沖山　重成 3,000
白石　サヨ子 3,000
藤田　満喜恵 3,000
矢野　幸枝 2,000
加藤　靖子 3,000
木原　純枝 3,000
鳴川　啓子 3,000
青山　和恵 2,000
清水　きわ子 2,000
広谷　浩司 2,000
徳原　万希子 3,000
向井　昭彦 3,000
三好　經子 5,000
井上　晋輔 2,000
木村　千恵子 2,000
藤島　玲子 2,000
山田　博子 2,000
江頭　信之 2,000
水野　恭子 2,000
小松　英明 2,000
前浜　都恵 2,000
城坂　剛 2,000
森下　武司 3,000
豊島　俊彦 3,000
江崎　勝之 2,000
井之川　廣江 3,000
木村　行男 3,000
　

舟入　16 期
¥81,000

貫名　美鈴 1,000
野宗　隆志 3,000
久保田　博己 2,000
野間　二郎 2,000
弘法　佳子 2,000
髙野　公紀 1,000
鮎川　節子 3,000
山岡　洋子 2,000
新谷　尚子 2,000
蔵田　道夫 2,000
後給　晴子 2,000
平下　圭二 2,000

氏　名 金　額

桑本　義弘 2,000
岡本　晴兆 2,000
寺内　東子 2,000
西澤　トシエ 2,000
肥後　紀代子 2,000
森　隆範 2,000
平本　力 2,000
村井　研一 2,000
三島　秀夫 2,000
小島　匡宏 2,000
蓮池　寳亀 5,000
吉田　義誠 2,000
神田　文代 2,000
林　玲子 3,000
松本　三千子 2,000
土本　功 10,000
山村　恭子 2,000
　

舟入 12 期
¥30,000

　
舟入　13 期
¥56,000

寺田　公夫 3,000
池田　正信 2,000
肥野藤　樹 2,000
滝口　明弘 2,000
髙木　征治 2,000
森本　絖代 2,000
西東　靖子 2,000
榎　敬公 2,000
高橋　一郎 2,000
藤崎　信子 2,000
中村　通伸 2,000
大村　和子 2,000
本田　達子 2,000
伊藤　靖明 2,000
上田　洋子 2,000
木村　勝利 1,000
厚井　一恵 2,000
髙下　小百合 2,000
横繁　至江 2,000
加来　幸子 2,000
田村　治重 2,000
佐々木　朋子 2,000
福田　豊 2,000
川村　美和子 2,000
田中　理伸 2,000
宮河　治 2,000
研井　茂子 2,000
宮本　俊治 2,000
　

氏　名 金　額

舟入　08 期
¥15,000

猫西　正幸 2,000
笠間　丞人 2,000
宮本　博司 3,000
長岡　昌好 2,000
山本　玲子 2,000
田島　文彦 2,000
海老原　正雄 2,000
　

舟入　09 期
¥43,000

橋本　幹子 2,000
桝本　修仁 2,000
増村　陽子 3,000
藤本　世志子 2,000
石橋　紀久子 2,000
三木　宣彦 2,000
粟野　康子 5,000
佐々木　喜美 4,000
向井　照子 3,000
中前　建国 6,000
佐藤　純二 10,000
筒井　正枝 2,000
　

舟入　10 期
¥116,000

林　玲子 5,000
松本　三千子 5,000
佐竹　宏祥 3,000
大前　朋子 2,000
岡田　安正 2,000
吉野　照邦 2,000
日室　登昭 2,000
日室　久子 2,000
河野　雅子 2,000
神田　祥子 2,000
寺川　義彦 2,000
薮野　圭一 2,000
吉田　泰子 5,000
神原　紀子 2,000
松浦　三津子 2,000
野﨑　捷弘 2,000
中村　静子 2,000
盛岡　良之 6,000
三浦　明 3,000
北田　加代子 2,000
島本　ミヤ子 4,000
教誓　紀幸 2,000
石田　陸 3,000
大野　桂子 2,000
馬野　精一郎 2,000
今村　道治 2,000
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氏　名 金　額

三田　郁子 3,000
砂連尾　忠登 5,000
岡村　喜美子 2,000
安森　文子 3,000
福原　幸恵 3,000
田井　正治 2,000
重年　道則 2,000
中村　公子 2,000
吉原　博道 2,000
越田　祐全 5,000
川又　章一 2,000
丸山　英明 2,000
貫名　美鈴 2,000
古林　正明 2,000
中島　浩子 2,000
松本　成子 2,000
益永　昌子 2,000
堀江　正憲 2,000
土橋　淑憲 2,000
太田　建一郎 2,000
牛尾　裕 2,000
大下　康熙 6,000
　

舟入 19 期
¥30,000

　
舟入　20 期
¥57,000

山路　実子 1,000
尾野本　悟 2,000
西梶　令子 2,000
瀬戸　レイコ 2,000
山本　孝志 2,000
小川　恵美子 10,000
増野　恵美子 2,000
中野　博文 2,000
久保田　恭子 2,000
田丸　逸子 2,000
山路　実子 2,000
片岡　信行 2,000
豊田　美衛 2,000
豊田　眞一 2,000
新田　光子 5,000
國政　富子 2,000
加藤　俊朗 2,000
福間　伸二 5,000
石井　敏子 2,000
竹村　豊 2,000
随行　史郎 2,000
沖田　均 2,000
　

舟入　21 期
¥93,000

氏　名 金　額

岩城　栄美 2,000
藤本　嘉江 2,000
小林　泰典 2,000
北崎　哲之 2,000
橋本　光正 4,000
松舘　淳子 2,000
進藤　敏則 2,000
瀬川　幹浩 2,000
山本　勝 5,000
末永　由栄 5,000
奥本　忠明 2,000
　

舟入　27 期
¥109,000

中村　幸子 1,000
町田　以津子 10,000
住田　恒三 10,000
道原　愛二郎 2,000
原　純子 2,000
三宅　くみ子 2,000
佐藤　利行 5,000
西海　由里 2,000
河﨑　信敏 2,000
藤田　光 3,000
中田　俊彦 2,000
青木　稔 2,000
井家上　伸二 2,000
上河内　裕司 2,000
石津　和幸 2,000
中村　幸子 2,000
山田　昌弘 2,000
竹岡　志織 2,000
竹岡　雅裕 2,000
菊先　克美 3,000
伊豫　浩司 2,000
谷中　裕二 2,000
倉田　早苗 2,000
金子　健一 5,000
久保田　修司 2,000
高畑　明 2,000
榎　真由美 3,000
伴　公文 2,000
大山　隆 2,000
木村　正徳 5,000
藤岡　尚美 2,000
佐々木　千秋 2,000
木本　淳司 4,000
林田　淳子 2,000
渡邉　富士子 2,000
松井　典子 3,000
畠堀　秀春 3,000
礒野　博子 2,000
迫本　浩美 2,000

氏　名 金　額

植本　晋輔 5,000
福永　好男 2,000
城坂　俊明 2,000
竹野下　孝子 2,000
浅藤　学 2,000
山本　雄二 2,000
田野原　孝彦 2,000
宮本　徹 2,000
渡部　清美 2,000
田尾　勝則 2,000
沖田　光昭 3,000
小田　由利子 2,000
河野　洋子 2,000
福井　和子 2,000
石堂　雅禎 2,000
若狭　利康 10,000
福田　博恵 2,000
奥本　芳治 2,000
山下　克枝 4,000
大北　和幸 2,000
今永　誠一郎 4,000
向田　洋子 2,000
大島　早智子 2,000
牛尾　信治 2,000
勝乘　吉雄 2,000
石徳　武 3,000
東元　美代子 3,000
三上　季實子 2,000
　

舟入　26 期
¥80,000

矢村　弘道 1,000
大杉　千惠子 1,000
山根　真裕美 2,000
堀脇　千穂 5,000
野田　省三・久美 4,000
岡　孝 2,000
中村　容明 2,000
矢村　弘道 2,000
児玉　光司 4,000
松本　則子 2,000
加藤　裕子 2,000
大杉　千惠子 2,000
水岡　純路 2,000
上村　等 2,000
河野　一郎 2,000
若林　千春 3,000
荒川　宣昭 2,000
中島　晋 2,000
中上　政司 2,000
本宮　幸子 2,000
来栖　敬一 2,000
米田　篤実 2,000

氏　名 金　額

高島　嗣典 2,000
大谷　謹吾 2,000
川本　泉 3,000
瀬尾　正 2,000
本田　光宝 2,000
森田　恵子 2,000
菅尾　伸二 10,000
関本　利明 2,000
佐藤　ちず恵 2,000
沖本　一暁 2,000
田辺　英司 2,000
梶川　作智子 3,000
丸山　新二 3,000
長尾　寿彦 2,000
山本　弘之 2,000
筧中　嘉則 2,000
中道　祐二 3,000
大田　美裕 2,000
石田　隆昭・雅子 4,000
牛込　薫 5,000
伊藤　映子 2,000
森田　健司 2,000
堀口　幸範 2,000
西村　博蔵 2,000
山口　正明 2,000
山口　真理子 2,000
鈴木　一則 2,000
天清　純子 2,000
久笠　信雄 2,000
小川　裕子 3,000
伊藤　一明 2,000
植木　範行 2,000
尾本　勝昭 3,000
松田　良雄 2,000
堀切　洋子 2,000
金澤　由紀子 2,000
寺坂　千代 2,000
　

舟入 22 期
¥30,000

　
舟入 23 期
¥30,000

　
舟入　25 期
¥86,000

池田　俊恵 1,000
三宅　美津子 1,000
玉垣　彰 2,000
木戸　英樹 2,000
杉原　淳 2,000
新関　学 2,000
西本　晴美 2,000

2021年度　年会費納入状況
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氏　名 金　額

舟入　28 期
¥122,000

角田　憲一 3,000
熊田　桂子 1,000
山本　美恵子 1,000
栗田　英昭 2,000
髙岡　由紀 2,000
水野　晶好 1,000
福永　雅之 2,000
林　敬子 5,000
沓内　順子 2,000
岡本　展和 2,000
伊藤　博 2,000
政宗　幸恵 2,000
松野　和恵 2,000
白石　隆 2,000
坂本　積 2,000
宮﨑　誠一 4,000
教誓　良平 2,000
栗田　英昭 2,000
森田　洋二 2,000
飯銅　隆幸 2,000
松原　弘毅 3,000
新田　由美子 2,000
髙野　孝江 2,000
大江　なおみ 5,000
中野　幸 2,000
尾﨑　真理子 2,000
井丸　美由紀 2,000
山﨑　香代子 2,000
細内　千恵子 2,000
徳田　章博 2,000
住吉　久美子 2,000
田中　良和 2,000
田中　直子 2,000
熊田　桂子 2,000
吉儀　紀子 2,000
槙尾　正 2,000
北山　潔 3,000
原田　桂子 2,000
宇高　成一 2,000
橋原　真奈美 2,000
山本　洋子 2,000
白神　由加里 2,000
山中　美智子 2,000
松尾　由美子 2,000
勢村　啓子 2,000
山本　由美子 2,000
米村　恵子 2,000
森本　いく子 2,000
林　郁子 2,000
佐々木　祐子 2,000
高橋　蔦江 2,000

氏　名 金　額

舟入　37 期
¥12,000

山田　眞 2,000
小合　英男 2,000
本谷　健一 2,000
山田　文香 2,000
山本　武 2,000
新谷　益啓 2,000
　

舟入　38 期
¥14,021

才峠　美穂 2,000
四方　有里 2,000
山本　哲也 2,000
渡邊　正美 3,000
藤中　宗一 3,000
山﨑　敦 2,021
　

舟入　39 期
¥17,000

幾田　美佐子 3,000
新見　健二 2,000
河尻　毅 2,000
野村　浩樹 2,000
吉村　嘉子 3,000
佐々木　聡 2,000
幾田　美佐子 3,000
　

舟入　40 期
¥11,000

長門　達也 3,000
横山　加代子 5,000
中村　由香 3,000
　

舟入　41 期
¥29,000

戸谷　佳久 5,000
國原　崇洋 2,000
矢川　めぐみ 5,000
石原　靖大 10,000
香川　佳子 2,000
松原　裕二 5,000
　

舟入　42 期
¥17,000

小川　曜子 3,000
木村　康隆 4,000
西丸　将史 5,000
秦　弥紀 2,000
丸橋　拓也 3,000
　

舟入　43 期
¥6,000

氏　名 金　額

舟入　34 期
¥83,000

村上　浩司 10,000
佐々木　寛 2,000
小出　慶子 2,000
木村　光宏 10,000
末政　直美 2,000
山﨑　竜弥 5,000
大濱　香織 5,000
柴　秀樹 6,000
糸崎　博之 2,000
小林　朗 2,000
田村　学 5,000
柴田　朋子 2,000
筒井　浩昭 2,000
森尾　泰子 3,000
鶴澤　薫 2,000
中村　欽哉 2,000
髙橋　和枝 5,000
伊藤　佐和子 5,000
小林　美樹 2,000
志治　久子 2,000
堂本　美和 2,000
柳　智子 5,000
　

舟入　35 期
¥22,000

讃岐　克司 2,000
新宅　智子 2,000
蔭山　雅美 2,000
永田　信治 3,000
中川　仁志 10,000
寺岡　みどり 3,000
　

舟入　36 期
¥38,000

本台　美紀 1,000
田川　稔 2,000
黒田　寿恵 2,000
児玉　紀子 2,000
宮本　輝昭 2,000
中西　慶次 2,000
山本　秀子 2,000
小松　強 4,000
笹村　欣司 2,000
横山　良子 2,000
福島　由起子 2,000
原谷　智子 4,000
宮郷　真二 3,000
福場　純子 2,000
青山　裕 2,000
西村　泰徳 2,000
有志　 2,000

氏　名 金　額

畑中　かおり 2,000
山本　敦子 2,000
山本　美恵子 2,000
水川　栄子 2,000
米原　康弘 2,000
水野　泰治 2,000
　

舟入 29 期
¥30,000

　
舟入 30 期
¥30,000

　
舟入　31 期
¥61,000

宮本　招子 1,000
宮本　招子 2,000
梅本　秀利 2,000
山野井　孝満 3,000
土屋　章 3,000
中本　千鶴 4,000
久保田　博 2,000
新宅　淳一 3,000
松本　昌一郎 4,000
楠　美香 2,000
友田　加世 2,000
添田　佳伸 4,000
網本　新治 3,000
西村　聡 10,000
中尾　和浩 2,000
森田　哲 2,000
吉田　邦夫 10,000
奥本　啓司 2,000
　

舟入 32 期
¥30,000

　
舟入　33 期
¥37,000

正木　勝治 3,000
新井　良嗣 2,000
田中　慎也 3,000
宮田　明 3,000
森尾　宏基 3,000
岡　利至 2,000
西川　通則 3,000
森本　昭治 5,000
中村　満 2,000
岡田　典之 4,000
木村　真理 2,000
新見　直正 2,000
国川　浩 3,000
　

2021年度　年会費納入状況



ギター弾き語りサロン サバレス

広島市南区青翠1丁目10-28　パラッツォ福木2F（県病院電停前）

高齢者いきいきポイント事業

週2回（木・日）の営業

河野 保雄（22期）
10：00～18：00

生ギター（アコギ、クラギ）の弾き語りで
楽しく時間を過ごしませんか（PA・マイク×4）

Tel 090-3832-7207

雛 人 形 五 月 人 形 盆 提 灯
株 式 会 社  たむら人形 TEL 082-291-0457
広 島 市 西 区 観 音 本 町 2 丁 目 9 - 3 0 　 http://tamura-ningyou.jp/
井尻 卓壮（舟入27期）井尻（旧姓 田村）智美（舟入29期）

広島市南区的場町1-2-21　広島第一生命OSビルディング1階
TEL/082-553-9788　FAX/082-553-9791

 
人と比べない、わたしのよりよい妊娠・出産・育児を応援

産前・産後ケア、育児相談等 Instagram@asajosanin222

あさ助産院  院長 伊藤（北谷）真美 （舟入55期）

TEL&FAX／082-261-4485
営業時間／10：00～19：00
定休日／月・火曜日
佐藤 志帆（舟入47期卒業生）
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氏　名 金　額

森山　恵 2,000
鎌田　健吾 2,000
谷増　美穂子 2,000
　

舟入　44 期
¥11,000

三河　清美 2,000
戸林　英行 2,000
福田　光剛 5,000
津川　由香里 2,000
　

舟入　45 期
¥13,000

尾形　竜二 3,000
水口　隆博 2,000
日高　奈美恵 2,000
半田　貴美子 2,000
大下　あすか 4,000
　

舟入　46 期
¥10,000

新田　丈晴 2,000
齋藤　梨恵 2,000
白石　弥生 2,000
幸道　真理子 2,000
松浦　英史郎 2,000
　

舟入 47 期
¥30,000

　
舟入　48 期
¥105,000

岡﨑　信也 100,000
勝田　佐地子 5,000
　

舟入　49 期
¥2,000

山口　明彦 2,000
　

舟入　50 期
¥7,000

亀井　達矢 2,000
土手　臣 5,000
　

舟入　51 期
¥8,000

摩郡　恵介 2,000
大下　義弘 4,000
金澤　祐介 2,000
　

舟入　52 期
¥3,000

寒川　浩子 3,000

氏　名 金　額

舟入　63 期
¥8,000

細川　莉奈 2,000
プライス　梨奈 2,000
中上　奈苗 2,000
三宅　誠人 2,000

氏　名 金　額

舟入　53 期
¥4,000

吉田　彩子 2,000
森原　秀治 2,000
　

舟入　54 期
¥14,000

古峨　能喜 10,000
大町　正和 2,000
小西　翔大 2,000
　

舟入　55 期
¥17,000

中西　亘 5,000
峯松　愛由子 2,000
井上　美佳 2,000
中西　亘 6,000
田丸　真也 2,000
　

舟入　56 期
¥10,000

堀　聖太郎 10,000
　

舟入　57 期
¥2,000

大川　高司 2,000
　

舟入　58 期
¥4,000

清水　　美佳 2,000
稲垣　　龍一 2,000
　

舟入　59 期
¥5,000

稲生　　逸人 1,000
溝上　　翼 2,000
高下　　志織 2,000
　

舟入　60 期
¥10,000

内藤　　夏菜 2,000
吉田　　史子 3,000
三上　詩織 2,000
三山　拓 3,000
　

舟入　62 期
¥9,000

森戸　　美圭 2,000
西原　　理佐子 2,000
唐田　　祥宏 3,000
溝上　　飛鳥 2,000
　

総　合　計
￥1,883,021

2021年度　年会費納入状況

本年度もご支援いただき
ありがとうございました。



ギター弾き語りサロン サバレス

広島市南区青翠1丁目10-28　パラッツォ福木2F（県病院電停前）

高齢者いきいきポイント事業

週2回（木・日）の営業

河野 保雄（22期）
10：00～18：00

生ギター（アコギ、クラギ）の弾き語りで
楽しく時間を過ごしませんか（PA・マイク×4）

Tel 090-3832-7207

雛 人 形 五 月 人 形 盆 提 灯
株 式 会 社  たむら人形 TEL 082-291-0457
広 島 市 西 区 観 音 本 町 2 丁 目 9 - 3 0 　 http://tamura-ningyou.jp/
井尻 卓壮（舟入27期）井尻（旧姓 田村）智美（舟入29期）

広島市南区的場町1-2-21　広島第一生命OSビルディング1階
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佐藤 志帆（舟入47期卒業生）
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TEL(０８２)２３３-７５４４　FAX(０８２)２３３-７４６０

新築工事 リフォーム工事 塗装･防水工事  解体工事 土木工事業

広島県知事許可（特-1）第29139号　広島県知事許可（般-29）第29139号

〒７３３-０００２　広島市西区楠木町１丁目１３番１６号

例会毎月開催中

河内 　邦博（26期）
田万里 耕作（29期）
大田　 泰孝（30期）

恵古 　博志（37期）
小山　 陽介（37期）
角光　 敏成（37期）
水口　 博崇（40期）

上川　 修平（59期）
盆子原 治己（65期）
横山　 千晶（65期）
大段　 美羽（68期）

〒730-0847
広島県広島市中区舟入南6丁目1‒1
TEL：082-231-4560
FAX：082-232-0968
Mail:ebaeneos@googlegroups.com
月～土/7：00-20：00
日祝/8：00-19：00

己 に 徹 し て 人 の た め に 生 き よ う !!

石田  清隆 ( 舟入 30 期 )
Tel 082‒568‒1007
〒732-0053 広島県広島市東区若草町 11-2 グランアークテラス 3F

アンチエイジングセンター 11 月開設予定

岡事務所 〒730-0812 広島市中区加古町 1-23-301 福地産業加古町ビル

手袋・ヘルメット・安全靴・前掛・洗剤・ポリ袋・箒

代表取締役　岡  逸夫（舟入16期）
〒730-0847 広島市中区舟入南 3 丁目 18-16　電話（082）292-2227　 FAX（082）292-2229

（舟入48期　サッカー部OB）

宮本ピアノ教室宮本ピアノ教室 ～美しい音楽を
　　　　　　奏でよう～

広島市東区牛田中2丁目
TEL 080-6268-9080

宮本 祥子（56期卒業生）

232
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FAX：082-232-0968
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月～土/7：00-20：00
日祝/8：00-19：00

己 に 徹 し て 人 の た め に 生 き よ う !!

石田  清隆 ( 舟入 30 期 )
Tel 082‒568‒1007
〒732-0053 広島県広島市東区若草町 11-2 グランアークテラス 3F

アンチエイジングセンター 11 月開設予定

岡事務所 〒730-0812 広島市中区加古町 1-23-301 福地産業加古町ビル

手袋・ヘルメット・安全靴・前掛・洗剤・ポリ袋・箒

代表取締役　岡  逸夫（舟入16期）
〒730-0847 広島市中区舟入南 3 丁目 18-16　電話（082）292-2227　 FAX（082）292-2229

（舟入48期　サッカー部OB）

宮本ピアノ教室宮本ピアノ教室 ～美しい音楽を
　　　　　　奏でよう～

広島市東区牛田中2丁目
TEL 080-6268-9080

宮本 祥子（56期卒業生）

2

舟入24期一同

〒730‒0012 広島市中区上八丁堀7‒20 庁舎前ビル301号室
TEL：082-223-0076 FAX：082-228-0500　携帯：090-5262-5434

E-mail：touma-nao@star.ocn.ne.jp 

東 間 司 法 書 士 事 務 所
司法書士  東間　那緒（舟入･市女58期卒業生）

76

手造り
ジャム喫茶ジャンク

333



広島すとう歯科・歯周病クリニック

院長
副院長

周藤　巧 (舟入56期)

周藤　景子 (舟入56期　旧姓 高山)

日本歯周病学会　歯周病専門医

広島市南区猿猴橋町6-34-1 
カープロードクリニックビル5F 
TEL 082-567-8020 
FAX 082-567-8888

Web 
https://www.hiroshima-suto-dc-perio.com

広島県知事許可（特-2）第27775号
宅地建物取引業 広島県知事（2）第10620号

よりよい未来へ

株式会社

本社・安佐南一般印刷工場
〒731‐0141 広島市安佐南区相田1丁目16番27号
TEL（082）878‐6000㈹  FAX（082）872‐1664
E-mail : impulse1＠imp-h.co.jp
本社・広島事務所／配送センター／安佐輪転工場／東京支店
東広島営業所／岩国営業所　  URL ： https://imp-h.co.jp

印刷のプロとしての誇りをもって造り上げる高品質の印刷物

434
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AM9：00～PM5：00

4-16-19
☎ 082-509-3388

1F
☎ 082-509-3280

1-25-39-4
☎ 082-850-0731

3-12-12-1
☎ 082-225-7158

!!LINE

535



https://www.maruko-g.jp/

代表取締役

土木工事・設計施工監理  広島県知事許可（特-2）第16954号

〒731-0144　広島市安佐南区高取北4丁目38-12
TEL 082-872-3053　　FAX 082-830-3781
E-mail  kido-kensetsu@ab.auone-net.jp

取締役相談役　宮川 裕壮（22 期卒）

636



https://www.maruko-g.jp/

代表取締役

土木工事・設計施工監理  広島県知事許可（特-2）第16954号

〒731-0144　広島市安佐南区高取北4丁目38-12
TEL 082-872-3053　　FAX 082-830-3781
E-mail  kido-kensetsu@ab.auone-net.jp

取締役相談役　宮川 裕壮（22 期卒）

6 737
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■ 製作・印刷／株式会社 インパルスコーポレーション
　　　　　　  〒731-0141　広島市安佐南区相田1丁目16-27　TEL 082-878-6000
■ 表紙デザイン／●●●●●●●●●●●●●●●
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当番幹事代表舟入 56 期　●●●●

舟入・市女同窓会事務局　TEL/FAX：082-532-9633
E-mail：funairi-ichijo-dosokai@diamond.broba.cc

毎週月・金（祝日を除く）の13：00～17：00まで事務局員がいます。
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